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※下記はあくまでも予定であり、
　設計や工事の進捗により大きく変更となる可能性があります。

神門通り線２工区（大鳥居北～宇迦橋～吉兆館前）
に着手します。

歩道を広くします

   宇迦橋は架橋から８０年近くが経過し、

老朽化が進んでいます。 最新の耐震基準

を満たす新しい橋梁に架け替えることで、

緊急時にも安心して通行できるよう改善し

ます。 なお、 工事中は仮橋により迂回路

を設置する予定です。

神門通り線２工区 ４つのポイント
4,775台／12H

大型車　212台／12H

吉兆館
ご縁広場

大社消防署

交通量：平成28年9月14日（水）調査結果
　　　　   　※12H（午前7時∼午後7時）

定期バスが一日23往復

２工区では大鳥居より北側よりも
自動車交通量が多くなっています。
２工区のバスなどの大型車は
236台/12H走行しています。

荒木小学校（徒歩）、
大社中学校（徒歩・自転車）の
通学路になっています。

荒木小学校

宇迦橋を架け替えます

電線を地中化します美しい景観を作ります

   現在の歩道幅はとても狭く、 歩行者や

自転車がはみ出して通行する姿がよく見

られます。 宇迦橋を架け替え、 宇迦橋よ

り南は東側に拡幅することにより、 道路

全体の幅を１２ｍとして安全な歩行空間を

確保します。

　宇迦橋周辺の景観は、 デザインの統一

性がとれていないのが現状です。 神門通

り、 大鳥居、 堀川など周辺景観との調和

に配慮しながら、 道路に係る景観要素を

一新し、 門前町にふさわしい良好な景観

を形成します。

　道路や堀川の上空には多数の電線が縦

横無尽に張り巡らされており、 大鳥居や宇

迦橋周辺の良好な景観を阻害しています。

電線類を地中に埋め、 歩道上の電柱を撤

去して、 景観の向上と合わせて歩行空間

の確保を図ります。

休日・多客日には、
ご縁広場から、出雲大社まで
歩く観光客が多くなります。

長期的スケジュール（イメージ）

救急車や消防車の通行ルートとなる
ほか、地震時などの重要な連絡道路
となる「第二次緊急輸送道路」に
　　　　指定されています。

大社支所
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5,362台／12H
大型車　236台／12H

歩行者・自転車交通量
歩行者：411人／12H
自転車：119台／12H




